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◆地域育成・制度

意識啓発・人材育成 役場職員及び地域住民の住民自治に関する意識啓発を促進する

， とともに、人材育成のための研修や研究会、 ワ ー クショップを開

催する。

10 
住民組織の育成 NPO や民間ボランティア組織など、自治公民館以外の住民組織を

育成する。

各字別等地域の将来像実 総合計画等で設定された各字別等の地域の将来像の実現に向け、

1 1 現のための取組を推進 地域住民の結びつきや地域コミュニティの強化を図り、各種取組

を推進する。

与那国・自立へのビジョ 与那国・自立へのビジョンを推進するための予算として、引き続

12 
ンを推進するための財源 き郷友会や島出身者、与那国ファンを中心に寄付を募り、 これを

確保 基金化する。また、積極的に沖縄防衛局など国等の補助金も活用

する。

8



2 産業

与那国島は、 有形·無形の多くの 地域資源に恵まれた豊かな島である。 しかしながら、 これま

では、 国境の壁や様々な規制により、 そのポテンシャルを引き出すことができず、 依存型経済に

甘んじてきた。 しかし、 国際化と規制緩和の時代に入り、 国境や各種規制による障壁を小さくす

ることが可能となった現在、 自立ネットワ ーク型の経済社会を実現する絶好の機会といえる。与

那国の経済発展の重要なポイントは、 祖先から受け継いだ豊かな自然と伝統文化であり、 これを

大切に守り、 育て、 活用しながら豊かな暮らしを実現し、 子や孫に受け継いでいく持続的で環境

保全的な経済発展という視点である。

具体的な産業振興にあたっては、一次産業の活性化を推進するとともに、これを活用し、「観光」

をキーワ ー ドに新たな展開を図ることが重要である。観光は域外通貨を稼げるだけでなく、 観光

農 業や観光漁業、 特産品開発等と結び付けやすく、 地元産品の消費や雇用など波及効果の大きい

産業である。また、 観光客は島外から足を運んで島の物産を消費してくれるだけでなく、与那国

の良さや特産品を宣伝してくれる存在でもある。 したがって、 既存の農漁業や酒造業、 食品加工

業などを基本にしながら、 観光産業との複合化を推進するとともに、 それらの産業支援や人材育

成を行って島の産業振興を図ることが重要である。 また、 観光振興にあたっては、 交通面におけ

る利便性や輸送力の向上、 宿泊機能強化、 安全対策等の充実が重要である。

◆ 一次産業の活性化

特産品の活用・開発 長命草、 サトウキビ、 畜産品、 カジキ、泡盛を五大特産物と位置

づけ、島外出荷用の特産品の開発に努める。また、 その他の既存

13 の農産物（クシティ、 クバ、 米）の特産品化や新規の蔑産物の導

入、また、カツオやグルクン、深海魚等の未活用水産物の特産品

化、 及び加工品、 健康食品の開発等を推進する。

適地適作・地産地消の推 農 作物の適地適作や、地域の産物を 地域で消費する運動を推進す

進 る。具体的には、食堂・レストラン ・ 宿泊施設における観光客へ

の伝統料理、 地元の食材を生かした料理の提供、家庭での島内産

物の消費促進などを通して、 畜産品、 野菜、 水産物（カジキ、 カ

14 ツオ、その他の小魚等）といった島内産物の島内消費を促進する。

また、野菜はほとんど島外産のものに頼っているため、島内での

地産 地消を図るべく、安定した生産・供給が行えるようハウス栽

培の導入を検討し、設置を推進する。 その際、台風の影響もある

ことから強化構造のハウスを検討する。

販売拠点の拡充·宣伝の 島内で生産されたものを宣伝・販売するため、多くの観光客が集

15 推進 まる島内外での販売店（久部良港・与那国空港、石垣港離島タ ー

ミナル ・ 石垣空港 ・ 石垣市内等）の確保·拡充を推進する。

，

 









3. 交流

与那国島は日本の最西端に位置している国境の島である。 東アジアでは、 進展・加速するボー

ダーレス化の中、 経済・文化・観光など、 広範な領域での交流や相互依存が深化しており、 こう

した動向は東アジア地域に近接している与那国島にとっても決して無縁なものではない。現在は、

古くから深い繋がりのある台湾との交流を行っているが、 国境離島としてさらにアジア地域へ積

極的に交流を図っていく必要がある。

そこで、 「国境交流特区」の実現を念頭に、交流に関わる様々な取り組みを推進していく。また、

国境交流のみならず、 国内離島自治体との交流を推進し、 あらゆる分野での交流や協力を図る。

こうした交流を経済活動や人材育成等に繋げ、 地域の活力を向上させていくことが重要である。

◆国境交流

台湾・花蓮市との交流促進 花蓮市をはじめとする台湾との交流の歴史は与那国の財産であ

41 るが、間近に迫ったアジア経済の一 体化を見据え、特区構想を含

め、 交流事業を積極的に推進する。

「与那国国境交流特区」推 アジア地域の貿易自由化を見据え台湾や中国との国境交流を推

進 進するために、 次の施策の実現に向けて特区申請等を推進する。

・与那国・花蓮間の直行便就航

•国際近海航行

42 ・国境離島型港湾（海の駅）

・団体旅行客のノ ービザ入国

・物流の自由化拡大

•自由往来の実現

・医療交流

交流・交易法人設立 国境交流特区のメリットを最大限に生かすため、台湾や中国から

43 安い物資を輸入し、高付加価値商品を輸出したり、 交流を促進す

る交易・交流法人の設立を検討する。

◆国内交流

44 
国内離島自治体との交流 国際交流のみならず、 国内の離島自治体（礼文島等）との交流を

推進 推進し、 あらゆる分野での交流を図る。

45 
「島サミットin与那国 与那国・自立へのビジョンの内容の浸透と他の離島町村との連携

（仮称）」 開催 を図るため、 与那国島で島サミットを開催する。

与那国支援ネットワ ー ク 与那国の魅力を体験してもらうとともに与那国支援ネットワ ー

46 
交流 クとして、与那国町ばんだドゥナン島基金、与那国町過疎地域自

立促進基金、ふるさと納税制度及びどうなん・ファンドを通じた

寄付の協力を求める。

13 



























vm. 「与那国・自立へのビジョン」更新に関する実施要綱

「与那国・自立へのビジョン」の 2005 年の初版策定時には、更新に関する手順等に関する規定

が定められていなかった n

一方、本事業においては、「与那国·自立へのビジョン」が与那国1BTの全住民の総意に基づく最

上位の指針であること、及び 10 年ごとに社会情勢等を勘案して更新していくことの必要性も改め

て確認された。よって、将来の更新事業においても、本ビジョンのこれら重要性の認識に基づき、

適切に更新されるよう更新に関する実施要綱を定めることとした。 策定した実施要綱が、 以下に

示す通りである。

26 
















